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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第96期
第３四半期
累計期間

第97期
第３四半期
累計期間

第96期

会計期間
自 平成27年４月１日

至 平成27年12月31日

自 平成28年４月１日

至 平成28年12月31日

自 平成27年４月１日

至 平成28年３月31日

売上高 （千円） 4,847,726 4,898,279 6,316,105

経常利益 （千円） 159,829 182,066 132,801

四半期（当期）純利益 （千円） 178,490 228,078 166,486

持分法を適用した場合の
投資利益

（千円） ― ― ―

資本金 （千円） 2,394,398 2,394,398 2,394,398

発行済株式総数 （千株） 62,280 62,280 62,280

純資産額 （千円） 2,309,876 2,533,312 2,184,807

総資産額 （千円） 5,636,011 5,981,068 5,420,854

１株当たり四半期（当期）純
利益金額

（円） 2.87 3.67 2.68

潜在株式調整後１株当たり四
半期（当期）純利益金額

（円） ― ― ―

１株当たり配当額 （円） ― ― ―

自己資本比率 （％） 41.0 42.4 40.3
 

　

回次
第96期
第３四半期
会計期間

第97期
第３四半期
会計期間

会計期間
自 平成27年10月１日

至 平成27年12月31日

自 平成28年10月１日

至 平成28年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 1.08 1.61
 

(注) １  当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につ

いては、記載しておりません。

２  売上高には、消費税等は含まれておりません。

３  当社は子会社株式及び関連会社株式を有していないので、持分法を適用した場合の投資利益については、記

載しておりません。

４  潜在株式調整後1株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載してお

りません。
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２ 【事業の内容】

 当第３四半期累計期間において、当社において営まれている事業の内容に重要な変更はありません。

また、当社は関係会社を有しておらず、その異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報告書

に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等は行なわれておりません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

(1)  業績の状況

当第３四半期累計期間（平成28年４月１日～平成28年12月31日）におけるわが国経済は、雇用情勢等の改善が見

られ、景気は緩やかな回復基調で推移しました。海外においては、米国経済の拡大基調が続いたものの、中国をは

じめとする新興国経済の減速懸念や英国のＥＵ離脱問題、米国大統領選挙後の金融資本市場の大幅な変動などか

ら、景気の先行き不透明感は払拭できない状況にあります。

当業界におきましても、荷動きに顕著な回復傾向が見られない等、楽観視できない状況にあります。　

 
このような状況の中、当社におきましては、引き続き取引採算の確保、経費の削減に取組んでまいりました。

当第３四半期累計期間（平成28年４月１日～平成28年12月31日）における当社の業績について、営業収入は前年

同四半期累計期間と比べ、ほぼ横ばいで推移しました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

   貸主都合による本社移転に伴う移転費用の計上があったものの、受取補償金36,000千円の計上がありました。

前年同四半期累計期間で51,971千円計上した投資有価証券売却益は、当第３四半期累計期間においては84,360千

円の計上となりました。

この結果、当第３四半期累計期間における営業収入は4,898,279千円で、前年同四半期累計期間と比べ50,553千円

（1.0％）の増収となりました。営業利益は102,460千円で、前年同四半期累計期間と比べ6,377千円（5.9％）の減

益、経常利益は182,066千円で、前年同四半期累計期間と比べ22,336千円（13.9％）の増益となりました。また、四

半期純利益は228,078千円となり、前年同四半期累計期間と比べ49,587千円（27.8％）の増益となりました。

 

各セグメントの業績の状況は次の通りであります。　

①港湾運送事業

当社の主要セグメントである当セグメントにおきましては、当社主要取引先の受注が堅調であったものの、全般

的には、顕著な回復傾向が見られるまでには至りませんでした。　

この結果、営業収入（セグメント間の内部売上高又は振替高を除く)は、4,718,524千円で、前年同四半期累計期

間と比べ、41,116千円（0.9％）の増収となり、全セグメントの96.3%を占めております。　

セグメント利益（営業利益）は369,698千円で、前年同四半期累計期間と比べ8,048千円（2.1％）の減益となりま

した。
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②自動車運送事業

当セグメントにおきましては、収益的には厳しい状況が続きました。

この結果、営業収入（セグメント間の内部売上高又は振替高を除く)は、174,930千円で、前年同四半期累計期間

と比べ、10,003千円（6.1%）の増収となり、全セグメントの3.6%を占めております。

セグメント損失（営業損失）は、32,822千円で、前年同四半期累計期間と比べ、7,191千円（前年同四半期累計期

間は25,631千円）の減益となりました。

 

③その他

当セグメントにおきましては、前年同四半期累計期間と比べ、厳しい状況が続きました。

この結果、営業収入は4,824千円で、前年同四半期累計期間と比べ567千円（10.5％）の減収となり、全セグメン

トの0.1％を占めております。

セグメント利益（営業利益）は4,720千円で、前年同四半期累計期間と比べ588千円（11.1％）の減益となりまし

た。

 

(2)  財政状態の分析

（流動資産）

当第３四半期会計期間末における流動資産は、前事業年度末より381,069千円増加して3,511,064千円となりまし

た。これは現金及び預金の増加355,792千円、営業未収入金の増加58,757千円等によるものであります。　

（固定資産）　

当第３四半期会計期間末における固定資産は、前事業年度末より181,873千円増加して2,462,201千円となりまし

た。これは投資有価証券の増加211,411千円等によるものであります。

（繰延資産）　

当第３四半期会計期間末における繰延資産は、前事業年度末より2,728千円減少して7,802千円となりました。こ

れは社債発行費の減少によるものであります。　

（流動負債）　

当第３四半期会計期間末における流動負債は、前事業年度末より180,275千円増加して1,638,764千円となりまし

た。１年内返済予定の長期借入金の増加65,656千円、短期借入金の増加45,800千円、営業未払金の増加48,989千円

等によるものであります。　

（固定負債）　

当第３四半期会計期間末における固定負債は、前事業年度末より31,432千円増加して1,808,991千円となりまし

た。これは長期借入金の増加126,272千円、社債の減少96,150千円等によるものであります。　

（純資産）

当第３四半期会計期間末における純資産は、前年事業度末より348,505千円増加して2,533,312千円となりまし

た。これは繰越利益剰余金の増加のうち四半期純利益による増加分228,078千円、その他有価証券評価差額金の増加

120,552千円等によるものであります。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 150,000,000

計 150,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成28年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成29年２月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 62,280,394 62,280,394
東京証券取引所
市場第二部

単元株式数は1,000株
であります。

計 62,280,394 62,280,394 － －
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額

 

(千円)

資本金残高

 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成28年12月31日 － 62,280,394 － 2,394,398 － 52,473
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成28年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

平成28年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）
　普通株式

113,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 61,406,000 61,406 －

単元未満株式 普通株式 761,394 － －

発行済株式総数  62,280,394 － －

総株主の議決権  － 61,406 －
 

　（注）１　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が12,000株

　　　　　　（議決権 12個）含まれております。

　　　　２　「単元未満株式」の欄の普通株式には、当社保有の自己株式532株が含まれております。

② 【自己株式等】

平成28年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社大運

大阪市中央区久太

郎町4-1-3
113,000 ― 113,000 0.18

計 ― 113,000 ― 113,000 0.18
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２ 【役員の状況】

該当事項ありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（平成28年10月１日から平成28年

12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成28年４月１日から平成28年12月31日まで）に係る四半期財務諸表につ

いて、かがやき監査法人により四半期レビューを受けております。

 

３　四半期連結財務諸表について

　　当社は子会社を有していないので、四半期連結財務諸表は作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

 

           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成28年３月31日)
当第３四半期会計期間
(平成28年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,907,888 2,263,681

  受取手形 1,620 ※1  4,852

  営業未収入金 704,774 763,532

  立替金 477,052 419,960

  その他 41,110 61,235

  貸倒引当金 △2,452 △2,197

  流動資産合計 3,129,995 3,511,064

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物（純額） 155,319 153,158

   構築物（純額） 3,071 2,854

   機械及び装置（純額） 9,841 6,861

   車両運搬具（純額） 72,528 55,721

   工具、器具及び備品（純額） 10,444 15,725

   土地 576,183 576,183

   リース資産（純額） 40,610 40,328

   有形固定資産合計 867,999 850,833

  無形固定資産   

   のれん 307,241 286,293

   その他 50,929 33,312

   無形固定資産合計 358,170 319,605

  投資その他の資産   

   投資有価証券 718,226 929,637

   差入保証金 118,538 118,275

   その他 494,466 506,289

   貸倒引当金 △277,072 △262,440

   投資その他の資産合計 1,054,157 1,291,761

  固定資産合計 2,280,328 2,462,201

 繰延資産   

  社債発行費 10,530 7,802

  繰延資産合計 10,530 7,802

 資産合計 5,420,854 5,981,068
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           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成28年３月31日)
当第３四半期会計期間
(平成28年12月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形 42,619 ※1  41,051

  営業未払金 513,245 562,235

  短期借入金 45,800 91,600

  1年内償還予定の社債 156,800 156,800

  1年内返済予定の長期借入金 544,127 609,783

  未払金 33,951 30,508

  未払法人税等 26,079 34,184

  賞与引当金 35,806 9,753

  その他 60,060 102,849

  流動負債合計 1,458,489 1,638,764

 固定負債   

  社債 332,000 235,850

  長期借入金 1,154,310 1,280,582

  退職給付引当金 207,891 220,957

  その他 83,357 71,602

  固定負債合計 1,777,558 1,808,991

 負債合計 3,236,047 3,447,756

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 2,394,398 2,394,398

  資本剰余金   

   資本準備金 314,304 52,473

   その他資本剰余金 433,446 －

   資本剰余金合計 747,751 52,473

  利益剰余金   

   利益準備金 5,856 －

   その他利益剰余金   

    繰越利益剰余金 △701,133 228,078

   利益剰余金合計 △695,277 228,078

  自己株式 △11,054 △11,180

  株主資本合計 2,435,817 2,663,770

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 △251,010 △130,458

  評価・換算差額等合計 △251,010 △130,458

 純資産合計 2,184,807 2,533,312

負債純資産合計 5,420,854 5,981,068
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(2) 【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

営業収入 4,847,726 4,898,279

営業原価 4,469,282 4,535,742

営業総利益 378,443 362,537

販売費及び一般管理費 269,606 260,076

営業利益 108,837 102,460

営業外収益   

 受取利息 89 22

 受取配当金 18,795 18,517

 受取家賃 22,078 58,412

 受取手数料 18,296 18,154

 保険解約返戻金 36,627 －

 受取補償金 － 36,000

 雑収入 25,135 25,861

 営業外収益合計 121,023 156,968

営業外費用   

 支払利息 23,849 18,990

 支払手数料 25,430 15,172

 社債発行費償却 2,924 2,728

 賃貸費用 12,178 28,285

 雑損失 5,648 12,186

 営業外費用合計 70,031 77,363

経常利益 159,829 182,066

特別利益   

 固定資産売却益 14,293 7,210

 投資有価証券売却益 51,971 84,360

 特別利益合計 66,265 91,571

特別損失   

 固定資産売却損 － 30

 固定資産除却損 540 1,089

 投資有価証券売却損 3,487 －

 投資有価証券評価損 7,815 －

 特別損失合計 11,843 1,119

税引前四半期純利益 214,250 272,517

法人税、住民税及び事業税 35,760 44,439

法人税等合計 35,760 44,439

四半期純利益 178,490 228,078
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

 

(会計方針の変更）

法人税の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取り扱い」（実務対応報

告第32号　平成28年６月17日）を第１四半期会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備及び

構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

なお、この変更による当第３四半期累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

 
(四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

当第３四半期累計期間
(自　平成28年４月１日　至　平成28年12月31日)

税金費用の計算

税金費用については、当事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積

り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。
 

 

 

(追加情報)

当第３四半期累計期間

(自　平成28年４月１日至　平成28年12月31日)

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を第１

四半期会計期間から適用しております。
 

 

 

(四半期貸借対照表関係)

※１　四半期会計期間末日満期の手形の会計処理については、満期日に決済が行われたものとして処理して

　　おります。

　　　　　 なお、当第３四半期会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の第３四半期会計期間末日満期手

　　　　　 形が、第３四半期会計期間末残高から除かれております。

 前事業年度

（平成28年３月31日）

当第３四半期会計期間

（平成28年12月31日）

　受取手形 ─　千円  167千円

　支払手形  ─　千円 13,889千円
 

 

(四半期損益計算書関係)

該当事項はありません。

 

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期

間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のとおりで

あります。

 前第３四半期累計期間
（自　平成27年４月１日
　　至　平成27年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成28年４月１日
　　至　平成28年12月31日）

減価償却費 63,504千円 61,564千円

のれんの償却額 20,948千円 20,948千円
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(株主資本等関係)

前第３四半期累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年12月31日）

 

１　配当に関する事項

該当事項はありません。

 

２　基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の

　末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

３　株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

 

当第３四半期累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年12月31日）

１　配当に関する事項

該当事項はありません。

 

２　基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の

　末日後となるもの

該当事項はありません。

 

３　株主資本の著しい変動

当社は、平成28年６月24日開催の定時株主総会において、会社法第448条第１項の規定に基づき、資本準備金の額を

減少させ同額をその他資本剰余金に振り替えるとともに、会社法第452条の規定に基づき、当該振替後のその他資本剰

余金の全額を処分して、繰越利益剰余金の欠損を補填することを決議いたしました。　

この結果、第１四半期累計期間において、資本剰余金は695,277千円減少し、利益剰余金は同額増加しておりま

す。　
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年12月31日）

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 
報告セグメント

その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

合計
（注）３港湾運送事業

自動車運送
事業

計

売上高        

  外部顧客への売上高 4,677,407 164,926 4,842,334 5,391 4,847,726 ― 4,847,726

  セグメント間の内部売上
高又は振替高

1,336,225 332,030 1,668,256 ― 1,668,256 △1,668,256 ―

計 6,013,633 496,956 6,510,590 5,391 6,515,982 △1,668,256 4,847,726

セグメント利益又は損失
（△）

377,747 △25,631 352,115 5,309 357,424 △248,587 108,837
 

(注) １.　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、保険その他を含んでおります。

２.　セグメント利益の調整額の内容は、△248,587千円は全社費用であり、その内容は主に報告セグメントに帰

属しない一般管理費であります。

３.　セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年12月31日）

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 
報告セグメント

その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

合計
（注）３港湾運送事業

自動車運送
事業

計

売上高        

  外部顧客への売上高 4,718,524 174,930 4,893,454 4,824 4,898,279 ― 4,898,279

  セグメント間の内部売上
高又は振替高

1,241,582 325,279 1,566,861 ― 1,566,861 △1,566,861 ―

計 5,960,106 500,209 6,460,316 4,824 6,465,141 △1,566,861 4,898,279

セグメント利益又は損失
（△）

369,698 △32,822 336,875 4,720 341,596 △239,136 102,460
 

(注) １.　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、保険その他を含んでおります。

２.　セグメント利益の調整額の内容は、△239,136千円は全社費用であり、その内容は主に報告セグメントに帰

属しない一般管理費であります。

３.　セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

 

　　　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。
 

 
前第３四半期累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

　１株当たり四半期純利益金額 ２円87銭 ３円67銭

　（算定上の基礎）   

　四半期純利益金額（千円） 178,490 228,078

　普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

　普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 178,490 228,078

　普通株式の期中平均株式数（千株） 62,170 62,167
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成29年２月13日

株式会社　大運

取締役会  御中

かがやき監査法人
 

 

代表社員

業務執行社員
 公認会計士　　上　　田　　勝　　久　　印

 

 

代表社員

業務執行社員
 公認会計士   奥   村   隆   志   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社大運の

平成28年４月１日から平成29年３月31日までの第97期事業年度の第３四半期会計期間(平成28年10月１日から平成28年12

月31日まで)及び第３四半期累計期間(平成28年４月１日から平成28年12月31日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、

四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社大運の平成28年12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了す

る第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められな

かった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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